
耐衝撃試験比較データ

2018年12月

株式会社G-POWER

）．試験方法

2018年12月都内某大学において下記表のような試験品目で、

大手携帯キャリア指定の青板ガラスに対して鉄球を落下し、別れた高さを胴定したc

測定値は、 各 10 枚ずつ試験した値の中から、最大値•最小値を除いた 8 枚の平均櫨 と

する。

対象物 ：青板ガラス （厚さ 2mm)

霧下物 ：鉄疎 （重さ67g)

2. 結果

G-POWER65を塗布した青板ガラスの方が、

全ての項目において鉄球落下に対する強度が上がったという結果が出た，

匹品目 割れた富ざD平均●(cm) 

G-POWER85● so 
G-POWERl85●十●光沢フィルム 50 

G-POWE.R65●十••フィルム 60 

G-POWER85●十ガラス光沢フィルム 120 

CrPOWER65●十ガラスハイグレード 90 

試品目 欝れた冨さがlli!J●(cm) 

Gや WER65賓 135 

G-POWER&S有＋富光沢フィルム 135 

紐WER65有+•撃フィルム 140 

G-POWER85書＋ガラス光沢フィルム 160 

G-POWER85賓＋ガラスハイグレ→： 135 
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サンブルの鉄疎嬉下試験分析

*~ 戴賓＂＂・ば算 Ill:
各10枚のサンブルを用意し鉄疎蒐下試験を行い、上下9枚の豊値を緯外して8枚の平均値を求め
た．ブランクとの比較を行った

豆直l

硝究概憂
（匹内容）

不正行為の防止

今国の利用畳録拿謂に係る利用看（金員）は、「ナノテクノロジ一碩究センター(NTRC)」共同研究・
支橿賽麓内鑽および「徽纏加工ナノブラットフォームコンソーシアム』支橿冥篇璽饂の不正の防止に
賛する載り纏みの内響を濯鱗し、これを週守いたします．
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＊襲遣婁の場合、従集員綱模300人以下．貴本會蠣模3傭円以下．
注1 : 利用畳鎌は、露年虞、更輌する必璽があります．



♦
 試験片は青板ガラスの2mm厚、繕横100mmの物を使用し10枚のサンブルの最小、最
大の数値を除外して8枚の平均値をその値とした。DoCoMoショッブで販売しているフィル

ムを貼った物との比較もした。アークコートは携帯電話で使用されているハルトコートと内

容が同じものである。

67gの鉄球を落下し割れた高さの値

の8枚の平均値は以下の通り試験

品目

アークコート無＋高光沢フィルム

アークコート無叶厨肇フィルム

アークコート撫＋ガラス光沢フィルム

アークコート無＋ガラスハイグレード

アークコート無（ブランク）

試験品目

アークコート宥＋高光沢フィルム

アークコート有叶厨撃フィルム

アークコート賓＋ガラス光沢フィルム

アークコート賓＋ガラスハイグレード

アークコート賓

割れた平均高さ(Cm)

50 

60 

120 

90 

45 

劉れた平均高さ(Cm)

130 

135 

160 

140 

130 


